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鳥取県米子市両三柳1400 ／　0859－24－3111

http://www.kohoen.jp/ ／　e-mail：kohoen-y@sanmedia.or.jp

＜理念＞
私たちは、地域に開かれた、地域に愛される、地域に信頼される
『こうほうえん』を目指します

＜基本方針＞
私たちは、サービス業のプロとして、正しい情報を伝達し、自分が受けたい、保健・医

療・福祉サービスの、提供・改善に努めます

介護老人福祉施設（30、50、64、74、90、104、115名） ７施設、
介護老人保健施設（100、80、50名） ３施設、
ケアハウス（50×３、60、70名） ５ヵ所 、
リハビリテーション病院（48床） １ヵ所
保育所（120名）２園、 夜間保育所（30、45名）２園、
デイサービス　12ヵ所 、 訪問介護　４ヵ所、
訪問入浴　２ヵ所、 訪問看護　３ヵ所、
訪問リハ　１ ヵ所、 デイケア　４ヵ所、
ショートステイ　７ヵ所、 特定施設　４ヵ所、
福祉用具　１ ヵ所、 グループホーム　８ヵ所、
小規模多機能３ヵ所、 居宅介護支援　６ヵ所、
生活支援ハウス（20名）４ヵ所、高齢者向け優良賃貸住宅（102室）１ヵ所
高齢者向け優良賃貸住宅（42室）、保育所（100名）品川区にて建設中、他

①社会福祉事業 5,349,181千円
②老人保健施設 1,047,151千円
③公益事業 1,112,649千円
④就労支援事業 23,875千円
⑤病院 726,496千円
⑥収益事業 770,152千円
合計 9,029,504千円

1,493名（非常勤含む）（平成20年８月１日現在）

蘆平成21年度介護報酬改定への対応
蘆リーダー層の育成
蘆就業形態多様化、事業所小規模化に対応できる育成体制構築
蘆職員定着に向けたモティベーション向上策の立案実施
蘆内部統制体制の再構築
蘆地域との密着度の向上に向けた取り組み
蘆地域ニーズに対応できるエリア内の連携強化
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社会福祉法人こうほうえん　における経営品質向上活動の取組み
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社会福祉基礎構造改革以降、福祉業界は「利用者によるサービスの選択」「介護報酬による
収入構造変動」「社会福祉法人の使命の追求」といった、文字通りの転換期にあった。平成12
年当時こうほうえんは、事業数40、職員数500名を超え、規模の拡大とこれら環境変化に対応
できる新たな経営の在り方を模索していた。
その頃、人事交流研修を開始した米国の法人から「米国経営品質賞」の存在を知った。１年

間の調査の結果、本活動が経営の成熟度を向上させる取り組みであり、環境変化の中でも地域
に必要とされ続ける社会福祉法人を目指すのに適した活動であると判断し、平成16年より本活
動への取り組みを開始した。

蘆価値観の浸透度の向上
蘆エリア内の連携体制の強化
蘆職員の、法人目標・法人の取り組みに対する納得度の向上
蘆職員満足度の向上
蘆職員による自主的な地域活動への参加
蘆他法人、他企業からの研修協力・共同研究依頼（平成20年度社会福祉推進事業内示）
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